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ラット肝hyperplastic noduleと早期小肝癌の肝灌流法による鑑別

小野寺一彦, 江端英隆, 水戸迪郎
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Todistinguishearlycancersfromhyperplasticno‐
dulesinducedinratliverafterintermittent2‐

acethylaminofluorenefeeding,portalsupplywasstud‐

iedThehype1plasticnodulesfoundat5-6monthswere

grosslydividedintotwogroupsclearlyafterliver

perfusionviaportalveinOneofthemwerereddish

becauseofobstructioninportalbranch,andtheothers
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画像診断の進歩により肝臓の小結節'性病変が検

出される機会が多くなったが，その悪性診断には

いまだ困難を伴うといわざるをえない．たとえエ

コー下肝生検が行われても，採取部位に癌が含ま

れない可能'性があるし，adenomatoushyper‐

plasia(ＡＨ)''2)と高分化型肝細胞癌の異型度の判

定にしても，主観的要素がみられる．そもそも，

肝前癌病変とされるＡＨが肝細胞癌を内包する

ＡＨ，さらには病変すべてが癌で占められる小肝

細胞癌と一連の病変であるのか,また,ＡＨの癌化

する確率がどの程度なのかについて一定の見解は

ない．これを臨床的に研究するには，個体を別に

する多数の結節性病変を形態的に検討し，その進
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展形式を類推していくしかない．そこでヒト肝

ＡＨと高分化型肝細胞癌に類似した病変をつくる

ラット実験肝癌モデル（2-acethylaminofluorene

断続投与）を用い，発癌過程にあるhyperplastic

nodule(ＨＮ)の各段階の肝細胞を区別して採取し

移植することにより，別個にその後の変化を観察

するという新たな方法が，肝前癌病変とそれへの

promotionの役割を解明するうえできわめて有

用と考え，その確立に向けた基礎的研究を行った

ので報告する．

方法

（１）ラット肝癌作成regimen

lO週齢雄性Wistar系ラット（静岡県実験動物

農業協同組合)120匹を用い，Teebor＆Becker3）

の方法を一部変更しう2-acythylaminofluorene(２－

AAF)を0.025％含有するＭＦ飼料（オリエンタ

ル酵母）を４週間自由摂取させ，その後１週間２－

AAFを含有しない基礎飼料で飼育した．その後

は３週間の２－ＡＡＦ含有飼料投与と１週間の２－

ＡＡＦ非含有飼料投与を反復した。

（２）hyperplasticnoduleの肝潅流による観

察と組織学的検索

regimen開始後１カ月ごとにエーテル麻酔下で

ラット１０～20匹ずつ開腹し,肝の性状を肉眼的に

観察したうえ，下大静脈切開下で経門脈的に

Hanks液にて３０～40ｍl/ｍｉｎの流量で肝を１分

間潅流し，再度肉眼的に観察した．一部には，経

門脈'性バリウム造影も施行した．肝結節について
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